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に
、
空
爆

に
よ

る
犠

牲
者

の
発
生

も
容

認
す

る

と

い
う
よ

う

に
形

を
変

え

て
生

き
続

け

て

い
る
、
無

差
別

攻
撃

を
許
容

す

る
論

理

の
問
題

性
を

論

じ

て

い
る
。
原
爆

投
下

に
関

し

て
、
特

に
、
意

外

と
見
落

と

さ
れ

が

ち
な

「広

島

の
後

に
続

く
長
崎

」

に
着

目
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

し
ば

し
ば

言

わ
れ

る
正
当

化
論

理

の
破
綻

を
指

摘

し

て

い
る
点

は
止
目

す

べ

き

と

こ
ろ

で
あ

ろ
う
。
終

章

に
お

い
て
は
、
今

日

の
東

ア
ジ

ア

に
お
け

る
冷

戦
構

造

と
N

P

T

(核
不

拡
散

)
体

制

に
言

及
し

な
が

ら
、

「
非
核

証

明
書
」

を
持

た

な

い
艦

船

の
入

港
を
拒

否

す

る

「
非

核
神

戸
方
式

」

や
無

防
備

宣

言
都
市

運

動

と

い

っ
た
例

を
挙
げ

、

戦
争

の
危

機

に
対
し

て

「
平
和

の
選
択

」
を

な
す

一
人

一
人

の
取

り
組

み

の
重
要

性

と
可
能

性

を
指
摘

し

、
章

を
結

ん

で

い
る
。

こ

の
第

二
部
、
第

三

部
を

通
じ

て
、

九

・
一

一
以
後

、

さ
か

ん

に
振

り
翳

さ
れ

る

「
平
和

の
た

め

の
戦

争
」

と

い
う
言

葉

の
持

つ
矛
盾

と

そ

の
文
脈

に
お

い
て
等

閑
視

さ
れ

て

い
る
多

く

の
問

題
を

浮

き
彫

り

に
し

て

い
る
。

本

書

の
最

後

で
は
、
著

者

の
継

続
的

な
平

和
教

育

の
実
践

・
体

験

の

歩

み
が

、
特

別
編

と

い
う
形

で
ま

と

め
ら

れ
て

い
る
。

特

に
、
後

半
部

は

「
実
践

編
」
と
も

い
う

べ
き

も

の
で
あ

る
。

「
平
和

を

め
ぐ

る
旅
」
と

題

さ

れ
た
論

稿

で
は
、

中
国

、
韓

国
、

ヴ

ェ
ト

ナ

ム
、

ア
メ
リ

カ
そ

し

て
ピ

ー

ス
ボ

ー

ト

に
お
け

る
交

流

が

ま
と

め
ら

れ

て

い
る
。

続

い

て
、

著

者
が

主
宰

し

て

い
る
平
和

問
題

ゼ

ミ
ナ

ー

ル
の
活
動

の
紹

介

お
よ
び

概
略

に
触

れ

た
論
稿

が

並
ん

で

い
る
。

平
和

学

が
、
平
和

研

究

・
平
和

教
育

・
平

和
運

動

と

い
う
.二
位

一
体

で
あ

る

べ
き

と
す

る
筆

者

の
姿
勢

は
、

こ
の

「実

践
編

」

に

お

い
て
殊

に
見

る

こ
と
が

で
き

る
。

全

体

を
通

し

て
、

本
書

は
、

現
在

に
大

き
な
影

響
を
与

え

て

い
る
冷

戦

と

い
う

時
代

と

そ

の
構

造

を
読

み
解

き
な

が
ら

、
九

・

一
一
か
ら

ア

フ
ガ

ン
戦

争
、
イ

ラ
ク
戦

争

へ
と
、
次
第

に
軍

事

の
論
理

が
強

化

さ
れ
、

突
出

し

て

い
く
傾
向

と

そ

の
正
当
化

論

理

に
対
し

て
批

判
的

に
切

り
込

ん

で

い
る
。
個

別

の
章

あ

る

い
は
各

部

は
、

単

に
機
能

的

と

い
う

よ
り

も
、

著
者

の
平

和
学

的
関

心

に
よ

っ
て
結
び
付

け

ら

れ
て

い
る
が

、
本

書

を
通

じ

て
、

著
者

の
平

和
学

に
対

す

る
真
率

な

思

い
が
伝

わ

っ
て
く

る
。

(渡
邉

智

明
)

『追
想

具
島
兼
三
郎
』
刊
行
委
員
会
編

「
追
想

具
島
兼

三
郎
-
良

心
を
枉

げ

て
易

き
に

つ
く
者

は
悔
い
を
千
載
に
残
す
ー

」(弦
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、

二
〇
四
頁
)

本
書
は
、
故
具
島
兼
三
郎
九
州
大
学
名
誉
教
授

へ
の
追
悼
文
集
で
あ

る
。本
書
の
構
成
は
、
1
～
V
部
か
ら
な
る
。
ま
ず

「
I

没
後

一
年
を

一㎜一



記
念

す
る

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
」

で
は
、

二
〇

〇
五
年

十

一
月

六

日

に
開

催

さ
れ
た

「
没
後

一
年

を
記
念

す

る

つ
ど

い
」

の
第

一
部

「
記
念

シ
ン
ポ

ジ

ウ

ム
ー
先

生

の
人
間

・
学

問

・
実

践
」

に
お
け

る

「
開

会

の
挨

拶

」
、

「
パ

ネ
ラ

ー

の
発

言

」
、
「
フ

ロ
ア
か

ら

の
発

言
」
、
「
コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

の
ま

と
め
」

が
収

録

さ
れ

て

い
る
。

「
パ

ネ

ラ
ー

の
発
言

」

に
お

い
て

は
、
人

間

・
学
問

・
実

践

の
三

つ
の

観

点

か
ら

の
具
島

像

が
描

か

れ
て

い
る
。

「
人
間
ー

具
島
兼

三
郎

」

(小

沼
新

*
敬
称

略
、

以

下
同

じ
)

で

は
、
幼
年

時
代

か
ら
具

島
先

生

の
ご

家

族

と
過
ご

し

て
き

た
報

告
者

の
視
点

か
ら
先

生

の
人
柄

が
語

ら

れ
て

い
る
。

「
学

問
-

具
島

『上

か
ら

の
フ

ァ
シ
ズ

ム
』
論

の
再

検
討

」

(熊

野
直
樹

)

で
は
、

戦
前

期

具
島

フ
ァ

シ
ズ

ム
論

の
再

検
討

が

な
さ

れ
、

そ

の
学
問

的

諸

特

徴

と

現

代
的

意

義

に

つ
い

て
明

ら

か

に

さ
れ

て

い

る
。

「実

践
ー

社
会

変

革

の
力
を

育

て

つ
づ

け

て
」

(佐
藤

大
助

)
で
は
、

具
島
先

生

の
社
会

教
育

活

動
が

分
析

さ

れ
て

い
る
。
「
フ

ロ
ア

か
ら

の
発

言

」

に
お

い
て
は
、

五
名

の
発
言

者

に

よ
る
具
島

先
生

に

つ
い
て

の
報

告

が
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

「
理
論

と
実

践

の
統

一
」

(安

部

博
純

)
で
は
、

理
論

と
実
践

の
統

一
を
果

し

た
具
島

先
生

が
紹

介

さ
れ

て

い
る
。
「
二
人

の
師
匠

」

(池

田
真

規

)
で
は
、

具
島

先
生

に

つ
い
て
、
風

早

八
十

二
先

生

と
重

ね

な
が

ら
語

ら
れ

て

い
る
。
「
奥

出
県
政

の
誕

生
」
(衣
笠

哲
生

)

で
は
、

一
九

八
三
年

の
奥

川

八
二
福

岡
県

知
事

の
誕

生

と
具
島

先
生

の

関

係

が

明

ら

か

に
さ

れ

て

い
る
。

-
先

生

と

「
な

が

さ

き

放

送

セ

ミ

ナ
ー
』
」

(藤

田
富

子

)
で
は
、

「
な
が

さ

き
放
送

セ
ミ
ナ

ー
」
に
お

け
る

具
島

先

生

が
紹
介

さ

れ

て

い
る
。

「
先

生

に
学

ぶ

こ
と
」

(溝

口
宏

敏

)

で
は
、

具
島

先
生

の
生

き
方

が
紹

介

さ

れ
、

今

日

に
お
け

る

そ

の
重

要

性

が
指

摘

さ
れ

て

い
る
。
以
上

を
通

じ

て
、
「
記
念

シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム
ー

先

生

の
人

間

・
学
問

・
実

践
」

で
の
様

子
を
知

る

こ

と
が

で
き

る
。

「
Ⅱ

先

生
を

語

る
」
で
は
、
大

学
関

係
者

、

門
下
生

、

教
え

子
、
市

民

か
ら
寄

せ
ら

れ
た

二
十

四
本

の
追
悼

文

が
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

こ

こ

で
は
、

紙
幅

の
関

係

上
、

寄
稿
者

名

と

タ
イ
ト

ル
の
み
を
掲

げ

る
。

「
先
生

へ
の
オ

マ
ー
ジ

ュ
」

(柴

田
高

好

)
/

「追

想

二

つ
」

(山

田
浩

)

/

「
剛

毅
朴

訥

の
人
」

(徳
本

正
彦

)
/

「
九
大

政
治

学

の
伝
統

を
築

い

た
人
」

(今

中
比

呂
志

)
/

「批

判
的

知
性

の
す
す

め
」

(毛
利

敏
彦

)

/

「教

え

ら

れ

っ
ぱ

な
し

の
私

」

(木

下
威

)
/

「
先
生

を
偲

ん

で
」

(石

村

善
治

)
/

「始

め
て

の
学
外

・
文
系

学
長

に
就

任

さ
れ

る
ま

で
」

(大

橋

裕
)
/

「
先
生

こ
そ
わ

が
師
」

(山

本
司

)
/

「
私

の
見

た
先
生

」

(鍵

山

芳

子
)
/

「
含

蓄
あ

る
言

葉
」

(川

原
竹

一
)
/

「謙

虚

な
姿

勢

に
感

服

」

(楠

祐

次
)

/

「
先
生

と
母

」

(
村
上

聖
)

/

「
昭
和

史

を
学

ぶ
会

か
ら
」

(奥

田
正

)
/

「
二

つ
の
時

代

を
生

き

る
」

(木

村

晃
郎

)
/

「
良

心
を
柾

げ

て
易

き

に

つ
く
者

は
悔

い
を
「
載

に
残

す
-
(林

満
直

)
、
/
「
青

春

の
追

憶

に
宿

る
先
生

の
面
影

」

へ清

水

昭
俊

)
//

「
先
生

の
温

か
さ
」

(岩
本

桂

)
/
L
-
博
多

っ
子

・
貝
島
先

生

-

(角

田
肇

)

/

-田
心
い
出

あ

れ

こ
れ
L

(原

田
正
之

)
、
/
「
不
撓

不
屈

の
人

」

(内

川
敬

一
.)

、

-
先

}捌一



生

に
見
守

ら
れ

て
」

(池
永

満
)
/

「
老

い
て
学

べ
ば

即

ち
死

し
て
朽

ち

ず

」

(宮
下

和
裕

)
/

「
日

ソ
協

会

の

こ
ろ
」

(飯

田
富
士

雄
)

以

上
を

通
じ

て
、

具
島
先

生

が

い
か

に
多

く

の
方

々

か
ら
敬

愛

さ
れ

て

い
た

か
を
理
解

で
き
よ

う
。

「
Ⅲ

追
悼

の

つ
ど

い
」
に

お

い
て
は
、

二
〇

〇

四
年
十

二
月

十

八
日

に
執

り
行

わ
れ

た

「
追

悼

の

つ
ど

い
」
が
、

再
現

さ

れ

て

い
る
。

「
先

生

晩

年

の
状
況

に

つ
い
て
」

(徳
本

正
彦

)
で
は
、

具
島

先
生

の
晩
年

、

と

り
わ

け
先
生

が

入
院

さ
れ

た

二
〇

〇

四
年

四
月
十

七

日

か
ら
亡

く
な

ら

れ
た
十

}
月

十

二
日

ま

で
の
詳
細

な
病

状

が
報

告

さ
れ

て

い
る
。
続

く

「
弔
辞

」
で
は
、

「
追
悼

の
辞

」

(谷
川

榮
彦

)
、

「
追
悼

の
言

葉
」

(内

田

一
郎
)
、
「
追

悼

具
島

兼

三
郎
先

生

」
(鎌

田

信
子

)
、
「
お
別

れ

の
言
葉

」

(江
崎

政

子
)
が
収

録

さ
れ

て

い
る
。

「
追
悼

の

つ
ど

い
に
寄

せ
ら

れ
た

葉
書

か
ら
」

で

は
、
次

の
三
十

三
名

の
方

々

に
よ
る

具
島
先

生

を
偲

ぶ

言
葉

が
紹

介

さ

れ

て
い
る
。

北
西
充

、

吉
村
徳

重

、
鈴

木
広

、
大

屋
祐

雪
、

原
島

重
義

、
土

山
秀

夫
、

犬
丸

義

一
、
嶋

崎
譲

、

田
中
義

孝

、
中
楯

興

、
古

賀
昭

典
、

犬
童

一
男
、
蔦

川

正
義

、
久

永
大

、
井

田
輝

敏
、

近
藤

嘉
昭

、
鈴

木
真

幸
、

日

塚
是
利

、
水

崎
由

葵

子
、
濱

方

鉄
雄

、
永

田
択

一
、

小
崎

重
、

鶴
内

孝

之
、
中

屋
数

宏

、
関
家

敏

正
、
岩

間
泉

、
神

山

泰

二
、

三
原
譲

、
梅

津

明
治
郎

、

山
本
義

人
、

水
崎

節

文
、

新
原

昭
治

、
黒

木
彬

文

「
W

父

・
祖

父

・
伯

父

の
想

い
出

」

に
お

い
て
は
、

子
供

、
孫

、
姪

の
目

か
ら

み
た

具
島
先

生

が
描

か

れ
て

い
る
。

「
父

の
素
顔

」

(白
岩

美

知

子

)

で
は
、

家
庭
内

に
お

い
て

も
男
女

平
等

を
実

践

し

て

い
た
具

島

先

生

を
知

る

こ
と
が

で
き

る
。

「
父

の

こ
と
」

(加
宮

葵
)

で
は
、
具
島

先

生

の
教
育

が

語
ら

れ

て

い
る
。
「
心

に
残

る
言

葉
」

(白

岩
千

鶴

子
)

と

「
祖

父

と

の
思

い
出

」

(照
屋
麻

衣

子
)
と

で
は
、

孫
を

愛
す

る
具
島

先

生

が
描

か
れ

て

い
る
。

「
仲

の
よ

か

っ
た
伯
父

と
父

」

(具
島

彩
子

)

で
は
、
具
島

先
生

と
ご

兄
弟

に

つ
い
て
述

べ
ら

れ

て

い
る
。
「
ア

ル
バ
ム

か
ら
」

で
は
、
学

生
時

代

か
ら
晩

年

ま

で
の
具
島

先

生

の
写
真

が
収

め

ら
れ

て

い
る
。

以
上

を
通

じ

て
、
具
島

先

生

の
家

庭

内

で

の
様

子
を
窺

い
知

る

こ
と
が

で
き

る
。

「
V

年
譜

・
主
要
著

作

目
録

」

に
お

い
て

は
、
具

島
先

生

の
年
譜

、

主

要
著

作
目

録
、
解

題

が
掲

載

さ
れ

て

い
る
。

目
録

を
見

る

と
先
生

の

著

作
が

、
約

三
百

点

に
お

よ
ぶ

こ
と

が
わ

か
る
。

「
解

題
」

(西
貴

倫
)

で
は
、

具
島

先
生

の
著

作

を
五

つ
の
時

代

に
分

け
、

そ
れ

ぞ
れ

の
諸
特

徴

が
明

ら

か

に
さ
れ

て

い
る
。

本

書

を
通

じ

て
、
具
島

先

生

の
人
物

像
が

浮

き
ぼ

り

に
さ
れ

る
。

と

同
時

に
、
そ

こ

で
は
先

生

の
学
問

的
特

徴

と
そ

の
現
代

的
意

義

も
ま

た

検
討

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
意

味

で
、
本

書

は
具
島

先
生

の
学

問
的

特
徴

に
関

心

を
抱

く
読
者

に
も
有

益

で
あ

る
と

い
え
よ

う
。

本
書

を
踏

ま
え

た

う
え

で

の
、

活

発
な

具
島

兼

三
郎

研

究
が

展
開

さ

れ
る

こ
と
を

期
待

す

る
。

(後

藤
啓
倫

)
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